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空
は

、

信
を

得
て

以
降
は、

仏
の

理

性
が

衆
生
の

心
に

遍

満
す
る

と

見
る

の

だ
ろ

う
。

　
以
上
の

よ

う
に、

此
土
で

信
を

得
て

以

降
の

状
態
と

、

死

後
、

浄
土

で

達

す
る

状
態
と

の

問
に

優
劣
を

見
る

か

否
か
と
い

う
点
に

つ

い

て
、

二

師

は

対
照

的
な

説
を

示
す

。

そ
し
て

こ

の

違
い

が
、

此
土
に

お
い

て

聖
道
門

的
な

行
業
を

認
め
る

か

否
か
と
い

う
教
学
的
立

場
に

関
連
し
て

く
る

。

則

ち
、

「

具
縛
の

凡

夫
」

の

自
覚
が

強
く

、

此
土
で

信
を

得
て

以

降
の

状
態

は
、

浄
土

往
生

後
に

達

す
る

状
態
よ

り
遙
か

に

低
い

と

見
る

幸
西
は
、

此

土

に

お
い

て

聖

道
門
的

な
行
業
を

認
め

な
い

。

（

聖
道

無
得
道
説）

。

（

な

お

幸
西
は
、

浄
土
に

往
生
し

た

な
ら

ば
、

菩
薩
の

第
四

十
一

位
（

初
地
）

に

達
し
聖

者
と

な
る

故
に

、

聖
道

門
の

教
え
は
有

効
に

な
る
と

す
る）

。

こ

れ
に

対
し
、

此
土

で

信
を

得
て

以

降
の

状
態
は
、

死
後、

浄
土

に
お

い

て

達
す
る

状
態
に

准
じ

る

の

で

あ
り、

仏
の

理
性
が

念
仏
行
者
の

心
に

遍

満
す
る

と

見
る
証
空
は

、

信
を

得
て

以
降
は
、

聖
道
門
的
な

行
業
も
開
会

さ
れ、

此
土

に
お

け
る

行
業
と

し
て

認
め

ら
れ
る

と

す
る

立

場
を
示
し
て

い

る
。

（

証
空
は

、

念
仏
行

者
は
、

浄
土
に

お

い

て

第
五

十
一

位

等
覚
位

に

達
す
る
と

す
る
）

。

　

以
上

の

よ

う
に、

幸
西
と

証
空
は
、

衆
生
が
此
土
で

信
を

得
て

以
降
の

状
態
と
、

死
後、

浄
土

に

お
い

て

達
す
る

状
態
と

を
比
較
す
る
中
で、

此

土
に

お
け
る

信
に
つ

い

て

認
識
す
る

。

そ
し
て、

浄
土

往
生

後
に
達
す
る

状
態
と

比
較
す
る
中
で

捉
え
ら
れ
た

信
理
解
が、

此
土

で

の

行
理
解、

特

に

聖

道
門
的
な
行
業
を
認
め
る

か
否
か
を
判
断
す
る

上

で

の

根
拠
と
な
っ

て

い

る
。

則
ち
二

師
は
、

同
じ
問
題
意
識
の

下
で
、

信
に

関
し
て

理
解
し

て

い

る
。

そ
し
て

互
い

に

対

照
的
な
説
を
示
し
て

い

る
。

以

上
の

よ
う
な

点
に

お

い

て、

幸
西
と

証
空
二

師
の

間
に

お
け
る、

信
に

関
す
る
思
想
交

渉
を

読
み

取
る

こ

と

が
で

き
る。
（
法
然
門
下
の

う
ち

、

幸
西
や

証
空
と

同
じ

く、

自
己
の

救
済
の

道
を
、

特
に

阿
弥

陀
仏
の

他
力
の

働
き
に

見
出

す
グ

ル

ー

プ
に

属
す
る

、

隆
寛
（

＝

四

八

−
一

二

二

七）

や

親
鸞
（

一

一

七
三

−
一

二

六
二
）

の

信
理

解
に

お
い

て

は
、

こ

の

よ
う
な
教
学
的
な

論
理
の

展
開
は

見
ら

れ

な
い
）

。

良
忠
の

本
願
観

−
『
観
経
疏
伝
通

記
』

を
通
じ
て

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

沼
倉

　
雄
人

　

浄
土

宗
三

祖
然
阿
良
忠
上

人
に

お

い

て

諸
行
非
本
願
・

諸

行
往
生

の

問

題
が
注
目
さ
れ
、

凝
然
『

浄
土

法
門
源

流
章
』

に

も
、

教
義
的
な
特
徴
と

し

て

と

り
あ
げ
ら
れ

て

い

る

（

『
浄
全』
　一

五
、

五

九
九

頁
下
）

。

善
導
が

本
願
に

誓
わ

れ

た

称
名
念
仏
に

よ

る

罪
悪
生

死
の

凡
夫
の

報
土
往
生

を
示

し
、

法
然
が
『

選
択
集
』

を

通
じ
て

廃
捨
を

勧
め

た
諸

行
を

往
生
可
能
と

提
示
す
る
こ

と
は

ど

の

よ

う
な

解
釈
に

よ

る

も
の

か
、

善
導
『

観
経
疏
』

の

注
釈
書
で

あ
る

『

観
経
疏
伝
通
記
』

（
以

ド
『

伝
通
記
』

）

の

整
理

か

ら
、

諸
行
往
生
説
の

淵
源
の
一

端
と

し
て

、

良
忠
の

本
願

観
に

つ

い

て

検
討
を

行
い

た

い
。

　

良
忠
は
慧
遠
『

無
量
寿
経
義
疏
』

の

分
類
を
基
本
と
し

、

独
自
に

四
十

八．
願
の

分
類
整
理
を

行
い
、

本
願
を

分
析
し
て

い

る
。

『

伝
通

記
』

の

中

で

四
十
八
願
の

分
類
に
関
す
る

説
示
を

整
理
す
る
と
（
1
）
施

為
・

趣
求
に

準
じ

る

二

分
類、
（
2
）

摂
衆
生

願
の

三

分
類
（

凡

夫、

二

乗、

菩

薩
所

託）
、

（
3

∀

凡
夫
引
接
の

願
、

な
ど

が
あ

り
、

こ

れ

ら
の

説
示
か

ら

良
忠

の

四

十
八
願

分
類
を
整
理
す
る

と
以

下
の

よ

う
に

な
る
。

　

摂
法

身
、

摂
浄
土
の

五
願
（
趣
求
）

…
第
十
二

、

十
三
、

十
七、

三
十

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　一
、

三

十
二

願
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摂
衆
生
の

四

三

願
（

施
為）

…

以
下
の

通
り
。

　
　

凡
夫
所
託
（

一

六

願
）

…

第
一

−
十
一
、

十
五
、

十
六

、

二

十
一
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

三

十
三
、

三

十
七
願

　
　

　
　
［
凡
夫
引
接
の

願
（
四

願）
］

…

第
十
八
、

十
九

、

二

十、

三

十

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

五

願

　
二

乗
所
託
（
一

願
）

…

…

第
十
四

願

　
菩
薩
所
託
（
一

八

願）

…

二

十
ニ

ー
二

十
六

、

二

十
八
−

三
十、

三

十

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

六
、

四

十
−
四

十
八

願

　
未
分
類
（
四

願）

…

…

…

二

十
七

、

三

十
四

、

三

十
八、

三
十
九
願

　
良
忠
は
こ

の

よ

う
に

四
十
八

願
全

体
を

把
握
し
て

い

る
が

、

第
十
八

願

を

特
に

生
因
の

願
と
呼

称
し
て

い

る
。

こ

の

例
は

『

伝
通
記
』

中、

処
々

に

散

見
さ
れ

、

特
に

『

観
経

疏
』

定
善
義

、

真
身
観
所
説
の

三

縁
釈
の

結

文
（
『

浄
全
』

二
、

四

九

頁
上
）

を

解
釈
し、

そ
れ

を

通
じ

て

良
忠
は

、

『

無
量

寿
経
』

に

本
願
に

誓
わ
れ
た
生

因
の

行
は

称
名
念
仏
の

み

で

あ
っ

て、

こ

れ
が

『

無
量
寿

経
』

全
体
を
通
じ

て

強

調
さ
れ
て
い

る
こ

と

を
願

成
就
の

文、

三

輩
の

各
文、

流

通
分
を

引
い

て

主
張
し

（
『

浄
全
』

二
、

三
五
四

頁
下
1
三
五
五

頁
上
）

、

『

阿
弥
陀

経
』

『

観

経
』

に

も
同

様
の

意

図
が
あ
る
こ

と
を

述
べ

る
。

こ

の

よ

う
に

善
導
の

説
示
を
具
体
的
に

引

証

し、

本
願
に

誓
わ

れ
た

実
践
行
は

第
十
八

願
に

示
さ
れ
る

称
名
念
仏
で

あ

る
こ

と

を
説
明
し

た
。

言
い

換
え
れ
ば、

こ

れ
に

よ

っ

て

第
十
八

願
を
生

因
の

願
つ

ま

り
は

「

衆
生
が
極
楽
に

往
生
す
る
た
め

の

具
体
的
な
実
践

行

を
誓
わ

れ
た

願
」

と
し

て
あ
ら
た
め

て

位
置
づ

け、

定
義
し

て

い

る
。

　
ま
た

良
忠
は

、

『

伝
通

記
』

に

お
い

て

定
散
の

行
も

「

因
縁

和
合
し
て
、

皆、

往
生

す
る

こ

と
を

得
」

と
し、

「

凡
夫

、

報
土
に

生

ず
る

時
、

願

力、

加
わ
ら

ず
ん

ば
生

ず
べ

か
ら
ざ
る
が

故
に、

別
し
て

佛
願
を

以
て

増
上
縁

と

爲
す
」

（
『

浄
全
』

二
、

一

二

八

頁
下
）

と

も
述
べ
、

凡
入
報
土
は

願
力

の

加
被
に

よ
っ

て

成
立

す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

が
わ

か

る

が
、

換
言
す
れ

ば

良
忠
は

「

凡
夫
が

定
散
の

行
（

諸
行
）

に

よ
っ

て

往
生

す
る

た
め

に

は

阿
弥

陀
仏
の

願

力
の

加
被
が

必

要
で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

で

は

念
仏
以

外
の

行
に

加
被
し
、

諸
行
に

よ
っ

て

報
上

に

往
生
さ

し

め

る

願
力
と
は
何
か

。

こ

の

問
題
に

対
し

て

良
忠
は

摂
機
の

願
を

提
示
す

る
。

良
忠
は、

摂

機
の

願
は

機
根
を

摂
取
す
る

こ

と
を

意
図
し

た

願
で

あ

る

た
め

行
は
成

就
し

難
く、

そ
れ

に

対
し
生

因
の

願
は

機
根
の

隔
て

な

く
、

往
生
す
る

た
め
の

行
が

示
さ

れ
た

願
で

あ
る

か
ら

行
は

成
就
し
易
い

と
し

て

い

る
。

そ
し
て

行
者
の

行
が

成
就
す
る

の

は

仏
果
の

冥
加
を

被
る

も
の

で

あ
る
と
し
て

、

そ
れ
ぞ

れ
の

行
者
の

行
が

被
る

仏
の

冥
加
と

願
力

に

つ

い

て

述
べ
、

称
名
は

仏
の

冥

加、

摂
凡
の

願
、

生

因
の

願
の

カ
を

被

る

こ

と

に

他
の

行
に
超
え
て

い

る

と

し
て

い

る
（
『

浄
全
』

二
、

一

二
一

頁
上

−
二
一

二

頁
下
）

。

こ

れ
ら
の

説
示
を

終
わ

っ

て、

良
忠
は

『

観
経

疏
』

の

解

釈
に

返

り
、

「

五

乗、

齊
し

く
入
る
」

の

た

め
に

正

し
く
託

し

た
「

仏
願
」

は
生
因
の

願
に
か
ぎ
っ

た
も
の

で

は

な

く、

機
根
の

摂
取
を

目

的
と
し
て

の

仏
願
（
四
十
八

願
全

体
）

を

表
し
た
も
の

と

解
釈
し

た

も

の

で

あ
る

。

日
蓮
研
究
に
関
す
る

方

法
論
上
の

再
検
討

　
　

　
実
証
主

義
の

持
つ

限
界

ー

　
一
　

問
題
の

所
在

　
第
二

次
世

界
大
戦
後
二

〇

年
間

余、

究
と
並
ん
で

パ

ー

ジ

の

対
象
と

な
り、

笠

井
　
正

弘

（999＞

宗
教
学
で

の

日

蓮

研
究
は

神
道
研
　
　
77

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

2

歴

史
的

研
究
な
い

し
は
思

想
史
的
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